
開校時期 履修条件

教科書 参考資料

技術理論①

1 ｐ6～8

2 ｐ9～10

3 ｐ11～14

4 ｐ16

5 ｐ20～25

6 ｐ26～29

7 ｐ30～32

8 ｐ33～34

9 ｐ35～41

10 ｐ38

11 ｐ39～44

12

13

14

15

16

17 ｐ45～47

18 ｐ48～51

19 ｐ52～57

20

21

22 ｐ58～65

23

24

25 ｐ68～88

26

27

28

29

30

履修に必要な予備知識・技能

使用教材

4月

担当教員名 備考

松岡・古屋

授業科目の学習教育目標
ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

授業科目区分 科目名 時間数

1年生 美容技術理論 90

美容技術における作業姿勢

人体各部の名称

第1章　美容用具

コーム・ブラシ・シザー

レザー・ピン類・ロッド

ローラー・ヘアアイロン

美容の基本と道具、国家試験で必要な技術と知識の習得

授業の内要

ｺﾏ数
項目

序章　美容技術理論を学ぶにあたって 美容理論と美容技術

″

″

″

サイドシャンプー

バックシャンプー

リンス・コンディショナー・トリートメント

ヘアドライヤー

ヘアスチーマー・遠赤外線気

第2章　シャンプーイング

シャンプーイング総論

″

″

美容とデザイン

″

″

″

″

教科書と美容道具一式と筆記用具

″

″

スキャルプトリートメント・ヘッドスパ

″

″

第3章　ヘアデザイン

国家試験で必要な技術と知識の習得すること。

国家試験で、合格点を取れる知識を身に付ける。

学生が達成する行動目標

実務経験　松岡：7年　　　古屋：6年



開校時期 履修条件

教科書 教科書 参考資料

技術理論① 技術理論②

31 ｐ90

32 ｐ91～

33 ｐ92～93

34 ｐ94

35 ｐ96

36 ｐ97～98

37 ｐ99～102

38

39 ｐ103～107

40

41 ｐ109～120

42 ｐ121～128

43 ｐ108～115

44

45

46

47

48 ｐ130～150

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

担当教員名 備考

松岡・古屋

授業科目の学習教育目標
ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

授業科目区分 科目名 時間数

1年生 美容技術理論 90 8月

ヘアカッティングとは

シザーとレザーの扱い方

美容刃物

ヘアカッティングの正しい姿勢

ブロッキング

ヘアカッティングの基礎理論

カットの基本とまつ毛エクステンションの基本を習得

授業の内要

ｺﾏ数
項目

第4章　ヘアカッティング

″

″

″

″

第5章　パーマネントウェービング

″

″

ベーシックなカット技法

″

シザーズによるカット技法

レザーによるカット技法

第10章　メイクアップ技術　まつ毛エクステンション

″

″

″

″

″

使用教材

″

″

″

″

″

″

教科書・筆記用具

履修に必要な予備知識・技能

国家試験で必要な技術と知識の習得すること。

学生が達成する行動目標

国家試験で、合格点を取れる知識を身に付ける。

実務経験　松岡：7年　　　古屋：6年



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

61

62

63

64 ｐ152～220

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79 ｐ222～249

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

1年生 美容技術理論 90 1月

担当教員名 備考

授業科目区分 科目名 時間数

授業の内要

ｺﾏ数
項目

第5章　パーマネントウェービング

″

″

松岡・古屋

授業科目の学習教育目標

ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

理論を理解したうえで、技術ができている。

″

″

″

″

″

″

第6章　ヘアセッティング

″

″

″

″

″

国家試験で必要な技術と知識の習得すること。

学生が達成する行動目標

国家試験で、合格点を取れる知識を身に付ける。

実務経験　松岡：7年　　　古屋：6年

″

″

″

使用教材
教科書・筆記用具

履修に必要な予備知識・技能

″

″

″

″

″

″

″

″

″

第7章　ヘアカラーリング

″

″



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

〃

フロント・右バックサイド・サイド練習

〃

授業科目区分 科目名

道具とウィック説明

〃

ブロッキングのやり方

センター巻きの下巻きダウンステムの説明

センター巻き　１５分

1年生

〃

〃

センター巻きの上巻きアップステムの説明

〃

授業の内要

ｺﾏ数
項目

12ブロッキングのやり方

〃

パーマ巻き

上巻き　下巻き

センタ―巻き　上巻き・下巻き

〃

〃

ワインディング道具一式・ウィック

履修に必要な予備知識・技能

国家試験を合格する為の知識と技術の習得

〃

美容実習（ワインディング）

担当教員名 備考

授業科目の学習教育目標
ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

・国家試験第一課題25分完成
・ワインディング理論の理解

フロントの導入

〃

〃

〃

〃

右バックサイドの導入

〃

右サイドの導入

〃

左バックサイドの導入

学生が達成する行動目標

使用教材

道具の使い方や巻き方を覚える。ワインディングの基礎を習得

時間数

165

松岡・古屋 実務経験　松岡：7年　　　古屋：6年



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

21

22

23

24

25

26

27

28～30

31～36

37～42

43～45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

美容実習（ワインディング）

担当教員名 備考

授業科目の学習教育目標
ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

授業科目区分 科目名

〃

ワインディング全頭40分

〃

〃

〃

〃

・国家試験第一課題25分完成
・ワインディング理論の理解

授業の内要

ｺﾏ数
項目

左サイド

〃

ワインディング全頭の収まり強化

〃

国家試験を合格する為の知識と技術の習得

学生が達成する行動目標

ワインディング全頭35分

ワインディング全頭　33分

ワインディング全頭　30分

ワインディング全頭　30分　テスト

センター巻きの強化

〃

左右バックサイドを左右対称に収める練習

〃

〃

時間数

1年生 165

松岡・古屋 実務経験　松岡：7年　　　古屋：6年

ワインディング全頭の習得や道具使い方を完璧に習得

〃

使用教材

ワインディング道具一式・ウィック

履修に必要な予備知識・技能



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

55～60

61～63

64～66

67～69

70～72

73～75

76～78

79～81

82～84

85～87

88～99

100～102

103～111

112～114

115～123

124～135

136

137～138

139～164

165

フロント・右バックサイド7分と左バックサイド5分

ｺﾏ数
項目

ブロッキング込み　センタ―巻き　　7分～8分

ブロッキング込み　センタ―巻き　　6分～7分

ブロッキング込み　センタ―巻き　　6分30秒～7分30秒

フロント・右バックサイド9分と左バックサイド7分

授業科目の学習教育目標
ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

・国家試験第一課題25分完成
・ワインディング理論の理解

授業の内要

全頭　20分　テストに向けて

全頭　20分　テストに向けて

全頭　20分　テストに向けて

国家試験を合格する技術と全頭25分以内に巻ける技術の習得

全頭20分　テスト

使用教材

ワインディング道具一式・ウィッグ

履修に必要な予備知識・技能

国家試験を合格する為の知識と技術の習得

学生が達成する行動目標

全頭25分 テスト

全頭24分

全頭　23分

部分チェック

全頭　20分　テストに向けて

全頭　20分テストに向けて

〃

〃

ブロッキング込み　センタ―巻き　　8分～9分

フロント・右バックサイド8分と左バックサイド7分

フロント・右バックサイド7分30秒と左バックサイド6分30秒

時間数

1年生 165

松岡・古屋 実務経験　松岡：7年　　　古屋：6年

授業科目区分 科目名

美容実習（ワインディング）

担当教員名 備考



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

授業科目区分 科目名

美容実習（オールウェーブ）

担当教員名 備考

ｺﾏ数
項目

ウイッグセニングカット

時間数

1651年生

〃

〃

パーマ巻き・部分ストレート

授業科目の学習教育目標
ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

・国家試験第一課題35分完成
・オールウェーブ理論の理解

授業の内要

ハーフウェーブ

ハーフウェーブ～フルウェーブ

〃

〃

〃

馬蹄形区分け・2段目・3段目

〃

〃

〃

〃

〃

ローション付け、コームの持ち方、理論

履修に必要な予備知識・技能

学生が達成する行動目標

〃

〃

2段目・3段目復習

4段目・5段目

使用教材

松岡・古屋 実務経験　松岡：7年　　　古屋：6年



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

21

22

23

24

25

26

27

28～30

31～36

37～42

43～45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

授業科目区分 科目名 時間数

・国家試験第一課題35分完成
・オールウェーブ理論の理解

授業の内要

ｺﾏ数
項目

4段目・5段目

美容実習（オールウェーブ）

担当教員名 備考

授業科目の学習教育目標
ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

1651年生

フィンガーウェーブ全頭　40分

フィンガーウェーブ全頭　35分

フィンガーウェーブ全頭　30分

フィンガーウェーブ全頭　30分　テスト

スカルプチュアカール

〃

4段目・5段目復習

6段目・7段目

〃

フィンガーウェーブ全頭　40分

〃

〃

〃

使用教材

履修に必要な予備知識・技能

学生が達成する行動目標

〃

1段目構成ｽｶﾙﾌﾟﾁｭｱ～両サイド

〃

〃

1段目～3段目構成

〃

松岡・古屋 実務経験　松岡：7年　　　古屋：6年



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

55～60

61～63

64～66

67～69

70～72

73～75

76～78

79～81

82～84

85～87

88～99

100～102

103～111

112～114

115～123

124～135

136

137～138

139～164

165

授業科目の学習教育目標
ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

・国家試験第一課題35分完成
・オールウェーブ理論の理解

授業の内要

授業科目区分 科目名

美容実習（オールウェーブ）

担当教員名 備考

時間数

1651年生

リフト復習、メイポール

リフト～メイポール

各カール復習

復習～クロッキノールカール

ｺﾏ数
項目

1段目～3段目、両サイド構成　　20分

1段目～3段目、両サイド構成　　16分

1段目～3段目、両サイド構成　　14分

右リフト

履修に必要な予備知識・技能

学生が達成する行動目標

松岡・古屋 実務経験　松岡：7年　　　古屋：6年

理論とのてらし合わせ

全頭　35分　テストに向けて

全頭　35分　テストに向けて

全頭３５分テスト

使用教材

3段目構成まで14分、4段目から各カール5分

3段目構成まで14分、4段目から各カール4分

全頭　40分

部分チェック

全頭　35分　テストに向けて

全頭　35分に向けて

右リフト復習、左リフト

右、左リフト



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

1 P42～

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業科目区分 科目名 時間数

1年生 美容実習（サイドシャンプー） 30

ｺﾏ数
項目

4月～

担当教員名 備考

松岡・古屋 実務経験　松岡：7年　　　古屋：年

授業科目の学習教育目標
ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

シャンプー基礎技術 シャンプー技術と心配りを学ぶ

授業の内要

プレーンリンシング（S台へ）＆エアー

シャンプーとは　サイドSとバックSの違い

タオルの付け方＆クロスのつけかた

Sヘッドの持ち方＆手技の動かし方＆ターバンの仕方

プレーンリンシングの手順　　（エアー）

プレーンリンシングの手順　　（エアー）

ファーストSの手順　　（エアー）

プレーンリンシング～ファーストS　　（エアー）

プレーンリンシング～ファーストS　　（エアー）

イスの倒し方、プレーンリンシング（S台へ）＆エアー

プレーンリンシング（S台へ）＆エアー

プレーンリンシング（S台へ）＆エアー

〃

プレーンリンシング～ファーストS　　（S台へ）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

強弱のしかた～　タイム15分の意識づけ

〃

失敗しても思い切り行う事。姿勢を大切にして、しっかりと手を動かせるようにしていく。

〃

〃

〃

テストへ向けて

〃

〃

使用教材
シャンプー＆トリートメント　　タオル、クロス、ドライヤー

履修に必要な予備知識・技能

クロスの付け方～椅子の倒し方
プレーンリンシング～ファーストSまでの手技方法

強弱の付けられる気持ちのよいシャンプーを目指す

学生が達成する行動目標



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

1 P5～

2 P8～

3 P16～

4 P18～

5 P29～

6

7 P37～

8 P40～

9 P42～

10 P46～

11

12 P54～

13 P73～

14 P80～

15 P84～

16 P88～

17

18 P95～

19 P104～

20 P113～

21 P116～

22 P135～

23 P139～

24 P146～

25 P153～

26 P170～

27

28

29

30

4月～

担当教員名 備考

森・永田・岡田

授業科目の学習教育目標
ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

授業科目区分 科目名 時間数

2年生 美容技術理論 60

2皮膚の生理と構造～3カウンセリング

4美容におけるマッサージ理論

5フェイシャルケア～パック

8ボディケア

エステ確認プリント

第9章　ネイル技術　1概論～2ネイル技術の種類

理論を理解したうえで、技術ができている。別物になっていないように
する。

授業の内要

ｺﾏ数
項目

　第8章　エステティック　　1概論

3メイクアップと色彩～4皮膚の生理と構造

5メイクアップの道具～スキンケア

7ベースメイクアップ～

手順

8メイクアップ～10リップメイク

12まつ毛エクステンション  　メイク確認テスト

3爪の構造と機能

4爪のカット形状～6カウンセリング

7ネイルケア～

手順

8アーティフィシャルネイル～

10章　メイクアップ　1概論～

17和装花嫁～洋装花嫁

確認テスト

美容技術理論2　国家試験問題対策

〃

〃

使用教材

11章　日本髪　1由来～

4日本髪と調和～9かつら

12章　着付けの理論と技術　1目的～

3着物と季節～5帯

6小物～

10着付け技術～

教科書、かつら、ネイル道具一式、メイク道具一式、和装小物など

履修に必要な予備知識・技能

エステ、ネイル、メイク、着付けの国家試験問題への対策。

学生が達成する行動目標

言葉や、道具の名称の理解を深めていく。国家試験問題への理解。

実務経験　　森：5年　　永田：4年　　岡田：10年



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

2年生 美容技術理論 60 4月～

担当教員名 備考

授業科目区分 科目名 時間数

授業の内要

ｺﾏ数
項目

美容技術理論2　国家試験問題対策

〃

〃

森・永田・岡田

授業科目の学習教育目標
ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

理論を理解したうえで、技術ができている。別物になっていないよう
に。

〃

〃

美容技術理論1　国家試験問題対策　カラー

〃

〃

美容技術理論1　国家試験問題対策　序章～道具

〃

〃

美容技術理論1　国家試験問題対策　シャンプー～カット

〃

〃

カラーやカットなど実際にサロンで行われている事が、問題と関連づけられるようになる。

学生が達成する行動目標

国家試験問題に慣れる事と、理解と解説が答えられるようになる。

実務経験　　森：5年　　永田：4年　　岡田：10年

国家試験過去問

〃

〃

使用教材

教科書、国家試験過去問プリントなど

履修に必要な予備知識・技能

苦手理解＆克服

〃

〃

国家試験過去問

〃

〃

期末テスト　テスト範囲全て

テスト解説

国家試験過去問

〃

〃

〃

美容技術理論1　国家試験問題対策　パーマ～セッティング



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業科目区分 科目名 時間数

２年生 美容実習　ワインディング 108時間

国家試験課題　２０分

授業の内要

ｺﾏ数
項目

ブロッキング　センター　7分以内

４月～

担当教員名 備考

森・永田・岡田

授業科目の学習教育目標
ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

〟

〟

ブロッキング込　センターワインディング　6分

右フロントからバックサイド・サイド　ワインディング　8分

左フロントからバックサイド・サイドワインディング　6分

ブロッキング込　センターワインディング　6分

ワインディング　全頭２２分

〟

ブロッキング　センター7分以内

ワインディング　全頭２２分

〟

ブロッキング込　全頭22分以内

〟

〟

ブロッキング込　センターワインディング　５分

右フロントからバックサイド・サイド　ワインディング　8分

左フロントからバックサイド・サイドワインディング　7分

部分構成のチェック　（フロント）

右フロントからバックサイド・サイド　ワインディング　8分

左フロントからバックサイド・サイドワインディング　6分

ブロッキング込　全頭２0分以内

〟

〟

ブロッキング込　全頭２0分以内

ワインディング用ウィッグ　ロッド（13・12・11・10ｍｍ）　ワインディング用ペーパー　ゴム　テールコーム
クランプ　スプレイヤー　タオル

履修に必要な予備知識・技能

学生が達成する行動目標

ワインディング技術を理解し、国家試験課題を２０分で作成することが出来る

〟

〟

部分構成のチェック（バックサイド）

〟

〟

使用教材

実務経験　　森：5年　　永田：4年　　岡田：10年



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

授業科目区分 科目名 時間数

授業科目の学習教育目標
ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

国家試験課題　２０分

授業の内要

２年生 美容実習　ワインディング 108時間

担当教員名 備考

森・永田・岡田

右フロントからバックサイド・サイド　ワインディング　8分

左フロントからバックサイド・サイドワインディング　7分

ブロッキング込全頭２０分　タイムトライアル

〟

〟

ブロッキング込全頭２０分　タイムトライアル

ｺﾏ数
項目

ブロッキング込　センターワインディング　５分

右フロントからバックサイド・サイド　ワインディング　8分

左フロントからバックサイド・サイドワインディング　7分

ブロッキング込　センターワインディング　５分

〟

〟

部分構成のチェック（シェープ）　強化練習

〟

〟

部分構成のチェック　強化練習

〟

〟

ブロッキング込全頭２０分　タイムトライアル

〟

〟

ブロッキング込全頭２０分　レベルチェック

〟

〟

使用教材

ワインディング用ウィッグ　ロッド（13・12・11・10ｍｍ）　ワインディング用ペーパー　ゴム　テールコーム
クランプ　スプレイヤー　タオル

履修に必要な予備知識・技能

〟

〟

部分構成のチェック　強化練習

〟

〟

部分構成のチェック　強化練習

学生が達成する行動目標

ワインディング技術を理解し、国家試験課題を２０分で作成することが出来る

実務経験　　森：5年　　永田：4年　　岡田：10年



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

担当教員名 備考

森・永田・岡田

授業科目の学習教育目標
ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

授業科目区分 科目名 時間数

２年生 美容実習　ワインディング 108時間

〟

〟

スライス・面　強化練習

〟

〟

ゴムかけ　強化練習

国家試験課題　２０分

授業の内要

ｺﾏ数
項目

ブロッキング込全頭２０分　レベルチェック

〟

〟

ブロッキング込全頭２０分

〟

〟

ブロッキング込全頭２０分

〟

〟

ブロッキング込全頭２０分

〟

〟

ブロッキング込全頭２０分

〟

〟

部分構成のチェック

〟

〟

使用教材

〟

〟

ブロッキング込全頭２０分

〟

〟

部分構成のチェック

ワインディング用ウィッグ　ロッド（13・12・11・10ｍｍ）ワインディング用ペーパー　ゴム　テールコーム
クランプ　スプレイヤー　タオル

履修に必要な予備知識・技能

学生が達成する行動目標

ワインディング技術を理解し、国家試験課題を２０分で作成することが出来る

実務経験　　森：5年　　永田：4年　　岡田：10年



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

２年生 美容実習　ワインディング 108時間

担当教員名 備考

森・永田・岡田

授業科目区分 科目名 時間数

ｺﾏ数
項目

ブロッキング込全頭２０分

〟

〟

ブロッキング込全頭２０分

授業科目の学習教育目標
ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

国家試験課題　２０分

授業の内要

〟

〟

ブロッキング込全頭２０分

〟

〟

ブロッキング込　ワインディング20分　最終チェック

〟

〟

ブロッキング込全頭２０分

〟

〟

ブロッキング込全頭２０分

学生が達成する行動目標

国家試験でのチェック項目を理解する。

実務経験　　森：5年　　永田：4年　　岡田：10年

使用教材

ワインディング用ウィッグ　ロッド（13・12・11・10ｍｍ）　ワインディング用ペーパー　ゴム　テールコーム
クランプ　スプレイヤー　タオル

履修に必要な予備知識・技能

〟

〟



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

㉑

㉒

㉓

㉔

㉕

㉖

㉗

㉘

㉙

㉚

授業科目区分 科目名 時間数

2年生 美容実習　オールウェーブ 108時間

授業科目の学習教育目標
ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

国家試験合格基準までのレベルにしていく

授業の内要

6月～

担当教員名 備考

森・永田・岡田 実務経験　　森：5年　　永田：4年　　岡田：10年

〃

ウェーブの見直し

1段目の構成見直し

〃

〃

オープンエンド、クローズドエンドの見直し

ｺﾏ数
項目

1年次の復習

〃

〃

ｽｶﾙﾌﾟﾁｭｱｶｰﾙの見直し

右ﾘﾌﾄｶｰﾙ　5分チャレンジ

左ﾘﾌﾄｶｰﾙの作り方

〃

左ﾘﾌﾄｶｰﾙ　5分チャレンジ

右ﾘﾌﾄ、左ﾘﾌﾄのおさらい

〃

〃

ブロッキングの取り方確認

理論と技術の理解

〃

右ﾘﾌﾄｶｰﾙの作り方

〃

〃

右ﾘﾌﾄ～ﾒｲﾎﾟｰﾙまで13分チャレンジ

使用教材

オールウェーブ道具一式

履修に必要な予備知識・技能

カールの分類、それぞれの作り方の理解

ﾒｲﾎﾟｰﾙｶｰﾙの作り方

〃

ﾒｲﾎﾟｰﾙｶｰﾙ　3分チャレンジ

ｸﾛｯｷﾉｰﾙｶｰﾙのおさらい

ｸﾛｯｷﾉｰﾙｶｰﾙ　3分チャレンジ

苦手カール克服

学生が達成する行動目標

ピン打ちの理解、それぞれのカール技術



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

㉛

㉜

㉝

㉞

㉟

㊱

㊲

㊳

㊴

㊵

㊶

㊷

㊸

㊹

㊺

㊻

㊼

㊽

㊾ 期末25分

㊿

51

52
国試採点用
紙

53

54

55

56

57

58

59

60

授業科目区分 科目名 時間数

2年生 美容実習　オールウェーブ 108時間

国家試験合格基準までのレベルにしていく

授業の内要

ｺﾏ数
項目

全頭30分チャレンジ

担当教員名 備考

森・永田・岡田 実務経験　　森：5年　　永田：4年　　岡田：10年

授業科目の学習教育目標
ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

〃

全頭30分チャレンジ

タイムアップ　全頭25分チャレンジ

構成チェック

全頭25分チャレンジ

テストに向けて

〃

〃

理論理解と構成把握

〃

〃

タイムアップ　各段4分に

〃

〃

国家試験チャック項目理解

全頭25分

〃

部分練習（ウェーブ強化とカール強化に分ける）

〃

〃

テストに向けて

〃

〃

テストに向けて

履修に必要な予備知識・技能

学生が達成する行動目標

〃

〃

部分練習（ウェーブ強化とカール強化に分ける）

〃

〃

使用教材



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

授業科目区分 科目名 時間数

森・永田・岡田 実務経験　　森：5年　　永田：4年　　岡田：10年

授業科目の学習教育目標
ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

国家試験合格基準までのレベルにしていく

2年生 美容実習　オールウェーブ 108時間 6月～

担当教員名 備考

苦手克服

〃

全頭25分

苦手克服

〃

全頭25分

授業の内要

ｺﾏ数
項目

苦手克服

〃

全頭25分

苦手克服

〃

全頭25分

苦手克服

〃

全頭25分

苦手克服

〃

全頭25分

苦手克服

〃

全頭25分

苦手克服

〃

全頭25分

使用教材

履修に必要な予備知識・技能

苦手克服

〃

全頭25分

苦手克服

〃

全頭25分

オールウェーブ7段構成の理解

学生が達成する行動目標

苦手部分の自己理解。



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

91
国試採点用
紙

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

2年生 美容実習　オールウェーブ 108時間

担当教員名 備考

授業科目区分 科目名 時間数

授業の内要

ｺﾏ数
項目

国家試験チェックリストの自己理解

チェック項目への見直し

〃

松岡・古屋 実務経験　　松岡：7年　　古屋：6年

授業科目の学習教育目標
ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

国家試験合格基準までのレベルにしていく

ベルフォート採点での70点以上目標

〃

〃

ベルフォート採点での70点以上目標

〃

〃

ベルフォート採点での70点以上目標

〃

〃

ベルフォート採点での70点以上目標

〃

〃

ベルフォート採点での70点以上目標

〃

〃

学生が達成する行動目標

毎回同じレベルの作品が作れるように反復練習

使用教材

履修に必要な予備知識・技能



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

㉑

㉒

㉓

㉔

㉕

㉖

㉗

㉘

㉙

㉚

授業科目区分 科目名 時間数

2年生 美容実習　シャンプー 78時間

授業科目の学習教育目標
ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

リアシャンプー、サイドシャンプーの技術ができる。

授業の内要

担当教員名 備考

森・永田・岡田 実務経験　　森：5年　　永田：4年　　岡田：10年

シャンプーからマッサージ、ドライまで

〃

シャンプーからマッサージ、ドライまで

ｺﾏ数
項目

〃

ネープの流しの理解

〃

リアシャンプー＆サイドシャンプー

リアシャンプー＆サイドシャンプー

〃

〃

〃

〃

ロングヘアを洗えるようになる

〃

〃

リズム感を考えて行う

〃

〃

リズム感を考えて行う

〃

〃

〃

使用教材

クロス、シャンプー＆トリートメント

履修に必要な予備知識・技能

リアシャンプーの手順、手技の理解。

時間をかけ、しっかりとしたシャンプーを行う

〃

〃

〃

〃

時間をかけ、しっかりとしたシャンプーを行う

〃

〃

学生が達成する行動目標

手が動く事ができるように、強弱、声掛けがしっかりできるようになる。



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

㉛

㉜

㉝

㉞

㉟

㊱

㊲

㊳

㊴

㊵

㊶

㊷

㊸

㊹

㊺

㊻

㊼

㊽

㊾

㊿

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

担当教員名 備考

森・永田・岡田 実務経験　　森：5年　　永田：4年　　岡田：10年

授業科目の学習教育目標

ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

授業科目区分 科目名 時間数

2年生 美容実習　シャンプー 78時間

リアシャンプー、サイドシャンプーの技術ができる。

授業の内要

ｺﾏ数
項目

リアシャンプー＆サイドシャンプー

リアシャンプー＆サイドシャンプー

〃

〃

ネープの流しの理解

〃

〃

〃

〃

シャンプーからマッサージ、ドライまで

〃

リズム感を考えて行う

〃

〃

ロングヘアを洗えるようになる

〃

〃

リズム感を考えて行う

〃

使用教材

〃

〃

〃

時間をかけ、しっかりとしたシャンプーを行う

時間をかけ、しっかりとしたシャンプーを行う

〃

〃

〃

〃

〃

シャンプーからマッサージ、ドライまで

履修に必要な予備知識・技能

学生が達成する行動目標

相手のことを考えてのシャンプーが出来る



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

2年生 美容実習　シャンプー 78時間

担当教員名 備考

授業科目区分 科目名 時間数

授業の内要

ｺﾏ数
項目

〃

森・永田・岡田 実務経験　　森：5年　　永田：4年　　岡田：10年

授業科目の学習教育目標
ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

リアシャンプー、サイドシャンプーの技術ができる。

公開授業に向けて

〃

公開授業に向けて

〃

〃

公開授業

〃

〃

公開授業に向けて

〃

〃

公開授業に向けて

〃

〃

公開授業

〃

〃

相モデルの感想を聞き入れる事や、上手い人の感じ方を真似していく。

学生が達成する行動目標

使用教材

履修に必要な予備知識・技能



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

① ウイッグ①16CM

②

③

④

⑤

⑥

⑦ ウイッグ①14CM

⑧

⑨ ウイッグ②16CM

⑩ ウイッグ①14CM

⑪ ウイッグ②14CM

⑫

⑬ ウイッグ①12CM

⑭

⑮

⑯ ウイッグ②12CM

⑰

⑱ ウイッグ②10CM

⑲

⑳

㉑

㉒

㉓

㉔

㉕

㉖

㉗

㉘

㉙

㉚

授業科目区分 科目名 時間数

2年生 美容実習　国家試験用カット 108時間

授業科目の学習教育目標
ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

国家試験合格基準までのレベルにしていく

授業の内要

9月から

担当教員名 備考

森・永田・岡田 実務経験　　森：5年　　永田：4年　　岡田：10年

〃

〃

アンダーカット

〃

〃

トップカット

ｺﾏ数
項目

シザー＆コームの持ち方、ブロッキング

アンダーカット（ネープ、サイド、アウトライン、BPから下部分）

〃

トップ～サイドカット

〃

期末テスト　30分

外部コンテスト用　ブロッキング復習

アンダー確認

〃

トップ確認

〃

チェックカット

アンダーカット

〃

トップカット

期末テストに向けて　30分

タイムアップ　アンダーカット　15分

タイムアップ　トップカット　15分

使用教材

外部コンテスト用　レジーナウイッグ・・・練習用7体、本番用3体

履修に必要な予備知識・技能

手順を覚える事と、ガイドを見る事ができるようになる。

〃

チェックカット

タイムアップ　ブロッキング　1分30秒

タイムアップ　アンダーカット　15分

タイムアップ　トップカット　15分

タイムアップ　ブロッキング　1分30秒

学生が達成する行動目標

長さを間違うことなく測定してカットできるようになる。



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

㉛

㉜

㉝

㉞

㉟

㊱

㊲

㊳

㊴

㊵

㊶

㊷

㊸

㊹

㊺

㊻

㊼

㊽

㊾

㊿

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

授業科目区分 科目名 時間数

2年生 美容実習　国家試験用カット 108時間

11月の外部コンテストで優勝者をだす。 国家試験合格基準までのレベルにしていく

授業の内要

ｺﾏ数
項目

タイムアップ　ブロッキング　1分30秒

担当教員名 備考

森・永田・岡田 実務経験　　森：5年　　永田：4年　　岡田：10年

授業科目の学習教育目標

ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

全頭　20分

〃

コーミング練習

全頭　20分～コーミング

〃

コーミング練習

タイムアップ　アンダーカット　からトップ2パネル目10分

タイムアップ　残りトップカット　10分

全頭　20分

〃

チェックカット

コーミングの仕方

全頭　20分～コーミング

〃

コーミング練習

全頭　20分～コーミング

〃

コーミング練習

全頭　20分～コーミング

〃

コーミング練習

全頭　20分～コーミング

〃

コーミング練習

履修に必要な予備知識・技能

コーミングの仕方、見る力を養う。20分で切る事ができるようになる。

学生が達成する行動目標

全頭　20分～コーミング

〃

コーミング練習

全頭　20分～コーミング

〃

使用教材



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

授業科目区分 科目名 時間数

森・永田・岡田 実務経験　　森：5年　　永田：4年　　岡田：10年

授業科目の学習教育目標
ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

国家試験合格基準までのレベルにしていく

2年生 美容実習　国家試験用カット 108時間

担当教員名 備考

国家試験チェック項目の理解

全頭20分（チェック込）

〃

全頭20分（チェック込）

〃

全頭20分（チェック込）

授業の内要

ｺﾏ数
項目

外部コンテスト

〃

〃

全頭20分（チェック込）

〃

全頭20分（チェック込）

全頭20分（チェック込）

〃

全頭20分（チェック込）

全頭20分（チェック込）

〃

全頭20分（チェック込）

全頭20分（チェック込）

〃

全頭20分（チェック込）

全頭20分（チェック込）

〃

全頭20分（チェック込）

使用教材

ﾕｰﾛﾌﾟﾚｽﾃｰｼﾞウイッグ・・・・練習用10体、本番用12体

履修に必要な予備知識・技能

全頭20分（チェック込）

〃

全頭20分（チェック込）

全頭20分（チェック込）

〃

全頭20分（チェック込）

国家試験チェック項目理解

学生が達成する行動目標



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

91
国試採点用
紙

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

2年生 美容実習　国家試験用カット 108時間

担当教員名 備考

授業科目区分 科目名 時間数

授業の内要

ｺﾏ数
項目

国家試験チェックリストの自己理解

チェック項目への見直し

〃

松岡・古屋 実務経験　　松岡：7年　　古屋：6年

授業科目の学習教育目標
ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

国家試験合格基準までのレベルにしていく

ベルフォート採点での70点以上目標

〃

〃

ベルフォート採点での70点以上目標

〃

〃

ベルフォート採点での70点以上目標

〃

〃

ベルフォート採点での70点以上目標

〃

〃

ベルフォート採点での70点以上目標

〃

〃

学生が達成する行動目標

苦手意識を無くす事と反復練習

使用教材

履修に必要な予備知識・技能



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

㉑

㉒

㉓

㉔

㉕

㉖

㉗

㉘

㉙

㉚

授業科目区分 科目名 時間数

2年生 美容実習　国家試験対策 108時間

授業科目の学習教育目標
ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

国家試験合格

授業の内要

11月から

担当教員名 備考

森・永田・岡田 実務経験　　森：5年　　永田：4年　　岡田：10年

〃

〃

第2課題　復習

〃

〃

第2課題　復習　タイムアップ

ｺﾏ数
項目

国家試験道具の説明

〃

〃

第2課題　復習

〃

〃

第2課題　苦手部分練習

〃

〃

第1課題　チェックの仕方まで

〃

〃

第1課題　復習

〃

〃

第2課題　苦手部分練習

〃

〃

使用教材

履修に必要な予備知識・技能

構成の理解をする事と採点項目の理解。

〃

〃

第1回模擬テストに向けて

〃

〃

模擬テスト

学生が達成する行動目標

期日までに道具の準備を全ておこなう事



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

㉛

㉜

㉝

㉞

㉟

㊱

㊲

㊳

㊴

㊵

㊶

㊷

㊸

㊹

㊺

㊻

㊼

㊽

㊾

㊿

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

授業科目区分 科目名 時間数

2年生 美容実習　国家試験対策 108時間

国家試験合格

授業の内要

ｺﾏ数
項目

模擬テスト見直し

担当教員名 備考

森・永田・岡田 実務経験　　森：5年　　永田：4年　　岡田：10年

授業科目の学習教育目標
ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

〃

〃

第2課題　苦手部分理解と対策

〃

〃

第1課題　審査項目理解とチェックの仕方

〃

〃

第2課題　苦手部分理解と対策

〃

〃

第2課題　苦手部分理解と対策

〃

〃

第2回模擬テストに向けて

〃

〃

模擬テスト

〃

〃

第1課題、第2課題　苦手克服

〃

〃

第1課題、第2課題　苦手克服

履修に必要な予備知識・技能

国家試験基準での採点項目の理解を深める（衛生面と技術面）

学生が達成する行動目標

減点される理由を無くしていく。片付けの時などに次の授業への準備も兼ねて考えて行う。

〃

〃

模擬テスト見直し

衛生面の確認

〃

使用教材



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

授業科目区分 科目名 時間数

森・永田・岡田 実務経験　　森：5年　　永田：4年　　岡田：10年

授業科目の学習教育目標
ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

国家試験合格

2年生 美容実習　国家試験合格 108時間

担当教員名 備考

第3回　模擬テストに向けて　集中トレーニング

〃

〃

第3回　模擬テストに向けて　集中トレーニング

〃

〃

授業の内要

ｺﾏ数
項目

第3回　模擬テストに向けて　集中トレーニング

〃

〃

第4回　模擬テストに向けて　集中トレーニング

〃

〃

第4回　模擬テストに向けて　集中トレーニング

〃

〃

第3回　模擬テスト

〃

〃

模擬テスト見直し

集中トレーニング

〃

国家試験に向けて

〃

〃

使用教材

模擬試験採点用紙、合格レベルの作品展示

履修に必要な予備知識・技能

国家試験に向けて

〃

〃

国家試験に向けて

〃

〃

タイムは当たり前に入る事とし、技術だけではなく衛生面の不安を無くし取り組む事

学生が達成する行動目標

授業はもちろん、放課後や家庭での練習時間を作る。



開校時期 履修条件

教科書 参考資料

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

2年生 美容実習　国家試験対策 108時間

担当教員名 備考

授業科目区分 科目名 時間数

授業の内要

ｺﾏ数
項目

苦手学科克服

〃

〃

松岡・古屋 実務経験　　松岡：7年　　古屋：6年

授業科目の学習教育目標
ｷｰﾜｰﾄﾞ 学習教育目標

国家試験合格

学科強化週間

〃

〃

第2回　学科模擬

解説作り

演習問題

第1回　学科模擬

解説作り

ワークブック反復演習

学科強化週間

〃

〃

第3回　学科模擬

〃

解説作り

教科書で調べるクセをつける事で誤っている箇所を正しく答えられるように。

学生が達成する行動目標

家庭学習を行う

使用教材

過去問題

履修に必要な予備知識・技能



実務経験のある教員等による授業科目の一覧

ワインディング

オールウェーブ

シャンプー

国家試験用カット

国試対策

ワインディング

オールウェーブ

シャンプー

国家試験合格レベルへの到達

国家試験合格レベルへの到達

バックシャンプーの修得
サイド、バック共に技術が出来る

国家試験課題への技術理解。BUで優勝者を出す。
国家試験合格レベルへの到達

若松　妙子

若松　妙子

若松　妙子

若松　妙子

108

108

108

美容実習

森　文子

森　文子

美容実習

久世　昇

久世　昇

久世　昇

久世　昇

1050

森　文子

永田　美樹

科　　　目

美容技術理論

久世　昇

岡田　守明

岡田　守明

美
容
科
1
年

美
容
科
2
年

森　文子

森　文子

若松　妙子

永田　美樹

岡田　守明

古屋　友美

福井　里江子

美容師実務経験　：　6年

美容師実務経験　：　6年

永田　美樹

美容師実務経験　：　5年

美容師実務経験　：　4年

古屋　友美

若松　妙子 30

165
道具の正しい使い方～ワインディングの基礎。
デザイン巻き20分。

松岡　久美子

165

若松　妙子

松岡　久美子

松岡　久美子

クロスのかけ方～サイドシャンプー
ファーストシャンプー＆トリートメント15分

久世　昇

岡田　守明

奥村　里江子

奥村　里江子

奥村　里江子

奥村　里江子

久世　昇

古屋　友美

フィンガーウェーブ～オールウェーブ7段構成
オールウェーブ25分

美容器具の正しい取扱いができ、基礎技術・頭部技術・特殊技術・和装技術が身につ
いている

古屋　友美

仕上り像

森　文子
美容器具の正しい取扱いができ、基礎技術・頭部技術・特殊技術・和装技術が身につ
いている

担当 時間数

60

古屋　友美

松岡　久美子 美容師実務経験　：　7年

90

108

授業時間計

永田　美樹

永田　美樹

永田　美樹

森　文子

美容技術理論 松岡　久美子

実務経験

岡田　守明 美容師実務経験　：　10年

久世　昇 美容師実務経験　：　43年

若松　妙子 美容師実務経験　：　6年

永田　美樹 岡田　守明 久世　昇 若松　妙子 108 100％合格への技術レベル上げ



様式第 2 の 3（3）-3 

添付資料「客観的な指標に基づく成績の分布を示す資料」 

成績評価 

   

 成績評価は、各学期末に行う定期試験、平素の学習状況（コンテストや検定試験への参加

及び結果含む）、出席状況、などを総合的に勘案して評価します。 

  

 【GPA】 

各科目の試験得点に応じて 5 段階（4～0）の数値（グレードポイント）を設定します。 

各科目のグレードポイントに科目の単位数(30 時間/1 単位)をかけた値を全履修科目分合 

算し、その値を全履修科目の単位数の合計で割ったものが GPA となります。 

 

 点  数 100 点 81～99 点 61～80 点 41～60 点 40 点以下 

評   価 A B C D E 

G   P 4 3 2 1 0 

判  定 合格 不合格 

 GPA とは、1 単位あたりの成績の平均値です。 

 

【算出例】美容科 1 年 2018 年 3 学期 

科目 単位数 成績 GP 

衛生管理 1 100（A） 4 4 

美容保健 1 96（B） 3 3 

物理化学 1 87（B） 3 3 

技術理論 1 93（B） 3 3 

美容文化論 1 96（B） 3 3 

美容実習 5 86（C） 3 15 

合  計 10   31 

GPA・・・3.1（31 ポイント÷10） 

卒業（進級）認定 

卒業及び進級の認定は成績評価（すべての科目に合格していること）及び出席状況にて行

います。 

  成績評価の合格基準は学生心得に定める通り、学科・実技ともに 60点（実技は国家試

験合格基準）とします。 



合格に満たない科目がある場合は再試験及びレポートをもって合格と判断することがあ

ります。 

  

出席状況における卒業及び進級の認定基準は、全科目において欠課時間が授業時間数の 1

割以下であることが必須となります。 

欠席した授業は補習を受けることができます。補習を行っても欠席・欠課時数が年間授業

日数・授業時数の 1割を超える場合は当該学年の学習習得が不十分であると見做し、原級に

とどまり再履修とします。 


	3 教育に関する情報-①添付資料　授業計画（シラバス）7.12
	美容技術理論1年生
	美容実習1年（WD)
	美容実習1年（AW)
	美容実習1年（S)
	美容技術理論2年
	美容実習2年（WD）
	美容実習2年（AW)
	美容実習2年（S)
	美容実習2年（CUT)
	美容実習2年（国試）

	3 教育に関する情報-②実務経験のある教員等による授業科目の一覧
	3 教育に関する情報-③成績評価及び卒業（進級）認定

